卒業研究概要

	成績： 


提出年月日  2008年  2月  1日

	卒業研究課題　擬音語・擬態語に効果音を付加するツールの開発と評価

	学生番号       c04012                    氏名　安保　彰

	概要（１０００字程度）
	指導教員 　　　神田　智子　准教授            印

	感覚や感性による言語表現として擬音語や擬態語がある。擬音語とは聴覚的印象を表すもの、例えば外界の音や動物の鳴き声などを言語音によって描写した「ワンワン」のような単語であり、擬態語とは聴覚を除く感覚（視覚・触覚・味覚・嗅覚）的および感情的印象を表すもの、例えば音のしない物事の様子をあたかも音のするごとく言語音によって描写する「きらきら」のような単語のことである。両者をあわせたものはオノマトペと呼ばれている[1]。日本では特に日常的な会話の中で感覚や印象を相手に伝えるときなどによく使用されているが、印象の表現が話者の主観的な言葉となることが多く、その表現は感覚的印象をダイナミックに相手に伝えるが、どのように伝わっているかは明確ではない[2]。しかしオノマトペの表現、例えば形状の擬態語による表現では、清音は軽く尖った細い線を、濁音は複雑で鈍く太い線を、流音は曲線などのようにある一定の印象を与えることも確認され、また音と意味との間に有縁性も認められている[3]。
そこで本研究では、オノマトペに適合している効果音を心理測定法により抽出し、文章中のオノマトペに適合した効果音を付加し再生するシステムを開発し、さらにそのシステムとCMCにおける印象評定項目[4]を利用して、その文章に対する印象がどのように変化するか評価することを目的とする。CMCのような非対面コミュニケーションでは、表情や身振り手振りといった非言語情報を正確に把握することができないため、相手側の主観的な表現であるオノマトペに適合した効果音を付加することで、受信側が受け取る文章の印象をより強く伝達する効果が現れることが期待できる。また評価するにあたって、対象としたオノマトペと文章は国立国語研究所ホームページ[5]の日常的に使われているとされている89種のオノマトペとその文章例を使用する。形態素解析ツール「茶筅」[6]を利用した、文章中のオノマトペを自動的に抽出して効果音を鳴らすシステムを評価実験用に開発した。

　評価実験には一対比較法による効果音の適合度が高かった10種のオノマトペとその10種のオノマトペが使用されている文章を使用し、それらに対し7つの評定項目[4]（外向性・有効性・誠実性・神経質性・開放性・専門性・真実性）を用いて評価した。また評価するにあたって、「チャット中に、その文章が送られて来た時、相手に対してどう感じるか」と教示とした上で、「文章の印象」と「文章中のオノマトペに適合した効果音を付加させた文章の印象」を5件法尺度（1:全く感じない～5:非常に感じられる）で評価した。
適合した効果音を抽出した際同じ効果音が抽出された3つのオノマトペの評価結果を比べると、文章のみの印象形成はオノマトペ毎に印象が異なっている場合が多かったのに対し、文章中のオノマトペに適合した効果音を付加させると3つの印象形成が均一化する傾向がみられた。このことから文章の印象よりも効果音の印象が被験者により顕著に伝達されることが示唆された。また文意から想定できる効果音の印象と再生された効果音の印象が異なった場合、評価結果より被験者の文章に対する印象判断を抑制する効果があると考えられる。従って実用的なシステムを目指すならば、文章の印象と効果音の印象をより適合度の高いものにし、情報伝達の行き違いを起こさない段階まで適合度を向上させなければならない。また、文章と適合した効果音を付加する場合は、文章の印象よりも効果音の印象をより顕著に伝達することが示唆されたことから、効果音の印象を評価することで、文章に効果音をつけた際の印象の変化を推定できるかもしれない。そのために今後、効果音を付加することによる印象変化の更なる研究が必要である。
参考文献

[1] 山口仲美：『暮らしのことば 擬音･擬態語時連』；講談社． 

[2] 柳澤秀吉：HCDハンドブック：人間中心設計,2.2滞在感性の外在化；日本機械学会編；丸善, 2006,pp.32-56 ．

[3] 苧阪：直行編著　感性のことばを研究する　擬音語・擬態語に読む心のありか；新曜社　（1999）．

[4] 金官圭：CMCにおける印象形成に関する探索的検討，社会心理学研，Vol.14　pp.123-132(1999) ．

[5] 国立国語研究所 「擬音語・擬態語 - 日本語を楽しもう! 」

http://202.245.103.49/gitaigo/category.html
[6] ChaSen -- 形態素解析器: http://chasen-legacy.sourceforge.jp/ 
(c)Copyright by Nara Institute of Science and Technology, Japan, 2007. All rights reserved. 


